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第4回南魚沼市観光戦略
運営準備会

令和 7年 4月 8日
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Time LAP 項目

9:30 0:15 はじめに～第3回準備会以降の動き～

9:45 0:10 ワークショップの進め方説明

9:55 0:35 ワークショップ①
「（部会ごとの）あるべき姿の整理」

10:30 0:15 ワーク①のまとめ

10:45 0:05 休憩

10:50 0:40 ワークショップ②
「問題を見つけよう！～あるべき姿と現状のギャップ～」

11:30 0:10 ワーク②のまとめ
事業を検討する問題を決める

11:40 0:15 結果の共有→ワークシートの説明

11:55 0:05 連絡

タイムテーブル

☛
いまココ
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1 はじめに～第3回準備会以降の動き～

タグライン ⚫「ゼッピン雪国宣言」に決定

ロゴ ⚫Soil Worksに製作を依頼
⚫６月に市民投票を経て、決定

2月3日に南魚沼市観光戦略策定員会が開催されました。

大阪万博2025 南魚沼市ブースでお披露目（予定）

観光戦略の
運営体制

⚫観光戦略推進協議会の立ち上げ
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2月3日 観光策定委員会議決事項
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地域プロモー
ション部会

●
●
●
Ｗ
Ｇ

食のブラン
ディング部会

受入環境
部会

戦略本部会（仮称）
会 長：市長
事務局：商工観光課
構成員：市観光協会、

民間事業者等

… ……
●
●
●
Ｗ
Ｇ

●
●
●
Ｗ
Ｇ

●
●
●
Ｗ
Ｇ

●
●
●
Ｗ
Ｇ

●
●
●
Ｗ
Ｇ

• 運営準備会メンバーなどから
10名程度を想定。

• 毎年度、アクションプラン実行
計画を策定。その結果を評価。

• 部会は、協議会構成員+関係
者で構成。（MM部会を除く）

• 戦略の柱ごとにアクションプラ
ンを検討、整理。

• WGは、主に民間事業者で構
成。必要に応じて、市関係課、
市観光協会が加わる。

• アクションプランの具体的内容
を検討し、実行。

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部会
構成員：
商工観光課
市観光協会
有識者

地
域
の
情
報
を
整
理
し
て
提
供

部会 説明 機能

マーケティング
マネジメント部会

地域の実態を調査・整理し、他の部会に提供する。他の部会は
データを基にアクションプランを検討する

地域を
知る

食のブランディング部会 食に基づいた観光商品の開発、オペレーションを担う 地域を
動かす受入環境部会 地域の受入れ体制推進・構築を担う

地域プロモーション部会 地域を横断的かつ、漏れダブりのない情報発信を担う
地域を
伝える

観光戦略の運営体制（観光戦略推進協議会）

1 はじめに～第3回準備会以降の動き～
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タイムテーブル

Time LAP 項目

9:30 0:15 はじめに～第3回準備会以降の動き～

9:45 0:10 ワークショップの進め方説明

9:55 0:35 ワークショップ①
「（部会ごとの）あるべき姿の整理」

10:30 0:15 ワーク①のまとめ

10:45 0:05 休憩

10:50 0:40 ワークショップ②
「問題を見つけよう！～あるべき姿と現状のギャップ～」

11:30 0:10 ワーク②のまとめ
事業を検討する問題を決める

11:40 0:15 結果の共有→ワークシートの説明

11:55 0:05 連絡

☛
いまココ
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2 ワークショップの進め方説明 ①第４～６回準備会の進め方

目的 ⚫南魚沼市観光戦略の事業（※）を決める
※令和８年度、９年度に実施する事業です。（目途が立つ

場合は、令和７年度からの事業でも構いません）

スケジュール

※策定委員会の開催状況等により、変更がありえます
※9月に報告会（観光戦略のお披露目会）を開催予定です

4月 5月 6月 7月

第4回準備会
•部会ごとのあるべき
姿の共有
•検討課題の選定

第5回準備会
•事業アイデアの発表、
絞り込み
•情報提供
•観光戦略（素案）提示

第6回準備会
•事業計画の発表
↓
↓
庁内予算要求へ

ワーク：事業アイデア検討

ロゴ:市民投票 タグライン、ロゴ：大阪万博お披露目

第3回策定委員会
• ロゴの報告
• 戦略（素案）の検討

ワーク：事業内容検討
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ワーク①
部会ごとに
あるべき姿の共有

⚫ 「ゼッピン雪国宣言」を実現するために、食
のブランディング/受入環境は、5年後どう
なっているべきか？

⚫ 事業の方向性を統一するため、あるべき姿を
部会内で共有する

ワーク②
問題を見つける

⚫ あるべき姿と現状のギャップ（＝問題）の
洗い出し

⚫ 対応方法（＝事業）を検討する問題を決める

あるべき姿

現状

ギャップ＝問題
→問題への対応方法
＝事業

あるべき姿
A

現状

あるべき姿
B

あるべき姿
C

あるべき姿が統一されていないと、問題を統一できない
⇒対応方法（＝事業）の方向性も統一できない

３ ワークショップの進め方説明 ②本日のワーク
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補足 「問題」と「課題」の使い分け

問題

⚫目標と現状のギャップ
⚫発生しているよくないこと
＝解決しなければならないこと

課題
⚫問題を解決するために、具体的に
取り組むこと

⚫意志がこもる
≒事業

• 「観光戦略」でも同様の使い分けをします。
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ワークのルール

ルール 説明

1.質より量

ワークでは沢山のアイデアを出してください。

一定時間内に沢山アイデアを出すため、速いテンポで出すということも意
識してください。

2.批判
禁止

良い/悪いの判断は先送り！
ここではどんな意見にも「いいね！」に徹してください。

3.どんどん
発言

突飛でも、つまらないかもと思うものでも、恥ずかしがらずにどんどん言ってく
ださい。

4.連想・
結合

アイデアとアイデアに組み合わせることでイノベーションが生まれます。
他のメンバーが出したアイデアに便乗して、アイデアを出しましょう。

5.聞く

人の発言を遮らない！
発言は短く、簡潔に！
（書記をしやすいように、そして、他のメンバーの発言時間確保にご協力
ください）

6.その他
仲間に想いを伝えましょう。
飲食OKです。リラックスしつつ、集中して取り組んでください。

３ ワークショップの進め方説明 ②本日のワーク
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４ ワーク① あるべき姿の共有

「ゼッピン雪国宣言」を実現するために、「食のブラン
ディング」もしくは「受入環境整備」で「●●になって
いる（状態）」べきか を教えてください。

• 「状態」で、あるべき姿（理想像、夢）を表現してください。

•あくまで、「食のブランディング」「受入環境整備」という枠でお考え
ください。
（例えば、「観光客が年間1,000万人来ている」ですと、広すぎ・・・）

• 「動作（～をする）」は事業内容を検討するときのためにとっておい
てください。

（例）
大和地区、六日町地区、塩沢地
区の飲食店が、地区の地場産農
作物を使った地域性豊かなメ
ニューを提供している（状態）

（例）
国内観光客（、訪日外国人観光客）
に加え市民が快適に過ごせる環境が
整っている。観光客は「また来た
い」と思え、市民は「住み続けた
い」と思える環境がある（状態）
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•まずは、5分ほど個人で考えを整理してください。
（お手元の付箋やペンを使っていただいてOKです）

•5分後、それぞれの意見を発表してもらいます。

•各部会に市職員が参加します。
市職員が書記を務めます。みなさんの意見を書きとどめやすいよう
に、ゆっくり・はっきりご発言いただけるとありがたいです。

４ ワーク① あるべき姿の共有

•次のパートで、あげられた意見をまとめます。

※2つのテーブルに分かれている受入環境部会
は、まず、テーブルごとにまとめて、更に、
部会として1つにまとめてもらいます。
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•完璧な表現でなくても構いません。

•メンバー全員が腹落ちする「あるべき姿」にまとまると◎です。

（一部のメンバーだけが鼻息荒く言っているだけですと、「ある
べき姿」とは言えません。個人の理想に留まります。）

•部会も、WGも「あるべき姿を実現するための集団」なので、
関わる人が「あるべき姿」共有している必要があります。

あげられた意見から、部会の「あるべき姿」をまとめてくだ
さい。

あるべき姿
A

現状

あるべき姿
B

あるべき姿
C

４ ワーク① あるべき姿の共有～まとめ～
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タイムテーブル

Time LAP 項目

9:30 0:15 はじめに～第3回準備会以降の動き～

9:45 0:10 ワークショップの進め方説明

9:55 0:35 ワークショップ①
「（部会ごとの）あるべき姿の整理」

10:30 0:15 ワーク①のまとめ

10:45 0:05 休憩

10:50 0:40 ワークショップ②
「問題を見つけよう！～あるべき姿と現状のギャップ～」

11:30 0:10 ワーク②のまとめ
事業を検討する問題を決める

11:40 0:15 結果の共有→ワークシートの説明

11:55 0:05 連絡

☛
いまココ
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タイムテーブル

Time LAP 項目

9:30 0:15 はじめに～第3回準備会以降の動き～

9:45 0:10 ワークショップの進め方説明

9:55 0:35 ワークショップ①
「（部会ごとの）あるべき姿の整理」

10:30 0:15 ワーク①のまとめ

10:45 0:05 休憩

10:50 0:40 ワークショップ②
「問題を見つけよう！～あるべき姿と現状のギャップ～」

11:30 0:10 ワーク②のまとめ
事業を検討する問題を決める

11:40 0:15 結果の共有→ワークシートの説明

11:55 0:05 連絡

☛
いまココ
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あるべき姿

現状

•ワーク①で整理した部会の「あるべき姿」と
現状とのギャップ（＝問題）をあげてください。
（あるべき姿を実現するときに阻害している
ことでも構いません）

• 「提供メニューに地域性が少ない」
「地域の食/食材の価値が知られていない」など

•次回までに、あげられた「問題」への対応方法（事業案）を考えてもらいま
す。（のちほど、説明します）

•まずは、5分ほど個人で考えを整理してください。

•その後、それぞれの意見を発表してもらいます。

ギャップ＝問題
→問題への対応方法
＝事業

5 ワーク② 「問題を見つけよう！～あるべき姿と現状のギャップ～」
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ワークのルール

ルール 説明

1.質より量

ワークでは沢山のアイデアを出してください。

一定時間内に沢山アイデアを出すため、速いテンポで出すということも意
識してください。

2.批判
禁止

良い/悪いの判断は先送り！
ここではどんな意見にも「いいね！」に徹してください。

3.どんどん
発言

突飛でも、つまらないかもと思うものでも、恥ずかしがらずにどんどん言ってく
ださい。

4.連想・
結合

アイデアとアイデアに組み合わせることでイノベーションが生まれます。
他のメンバーが出したアイデアに便乗して、アイデアを出しましょう。

5.聞く

人の発言を遮らない！
発言は短く、簡潔に！
（書記をしやすいように、そして、他のメンバーの発言時間確保にご協力
ください）

6.その他
仲間に想いを伝えましょう。
飲食OKです。リラックスしつつ、集中して取り組んでください。
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•あげられた「問題」を 地域でコントロールできること / できないことに
分けてください。 （例：新型感染症）

コントロールできる コントロールできない

「南魚沼産コシヒカリ」の認知
度は高いが、現地に行きたいと
思わせるメニューが少ない

米をはじめとした食材の値段が
上昇している

•次回までに、「問題」への対応方法（＝事
業）の案をワークシートを使って検討を
お願いします。

5 ワーク② まとめ～事業を検討する問題を決める～

•地域でコントロールできる「問題」から、部会で事業を検討する対象を選
んでください。
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タイムテーブル

☛
いまココ

Time LAP 項目

9:30 0:15 はじめに～第3回準備会以降の動き～

9:45 0:10 ワークショップの進め方説明

9:55 0:35 ワークショップ①
「（部会ごとの）あるべき姿の整理」

10:30 0:15 ワーク①のまとめ

10:45 0:05 休憩

10:50 0:40 ワークショップ②
「問題を見つけよう！～あるべき姿と現状のギャップ～」

11:30 0:10 ワーク②のまとめ
事業を検討する問題を決める

11:40 0:15 結果の共有→ワークシートの説明

11:55 0:05 連絡
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６ 結果の共有

①部会の「あるべき姿」

②あげられた「問題」をいくつか

③事業を検討することにした「問題」

を共有してください
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６結果の共有→ワークシートの説明

•ワークシートを使って「問題」への
対応方法（＝事業）を検討くださ
い。

•ワークシートは、後ほどメールで
送付します。（Word形式）

• 1ページ目の「作成者」～「4.事業
概要」までを埋めるのを一つの目
安にしてください。

•2ページ目「5.見込効果」～「8.ス
ケジュール（案）」はできれば埋め
てください。

•次回の準備会で事業を絞り込み、
その内容を検討します。作り込む
必要はありません。

業実施により見込む効果 

 

 

6.役割分担 

  

  

  

  

市（行政）  

 

7.予算（※） 

項目 金額（千円） 用途、説明 

合計   

   

   

   

   

   

 

8.スケジュール（※） 

年月 内容 

R7年 9月  

10月  

11月  

12月  

R8年 1月  

2月  

3月  

 

※予算、スケジュールは別ファイルで作成いただいて構いません。 

南魚沼市観光戦略 事業アイデア検討シート 

 

第 4回準備会で話し合った結果を踏まえて、事業アイデアの検討をお願いします。 

事業アイデアは、次回、準備会で部会ごとに改めて検討しますので、作り込む必要は

ありません。 

 

作成者： 

 

部会（戦略の柱）：食のブランディング ／ 受入環境整備 

 

1.「ゼッピン雪国宣言」を実現するために、あるべき姿（＝部会が目指す姿） 

 

 

2.事業の対象とする問題（＝現状とのギャップ） 

 

 

3.事業名 

 

 

4.事業の概要 
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•ワークシートは、第５回準備会の準備のため

4/25（金）までに事務局までご提出をお願いいたします。

お疲れさまでした！


